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事業タイプ

経費区分

県との協定に基づき、県水を受水している。

事
業
費
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559,157予算額
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指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

第第第第４４４４次拡張事業次拡張事業次拡張事業次拡張事業

開始年度 2005 終了年度 2016

水道法

目的 安全・安心な飲料水を安定供給するため、県水を受水する。
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事業名

部署名 上水道課

五郎丸受水地および下新庄配水池にて、県水を受水する。

事業コード

195

概要

法令
根拠
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内
容
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活動指標

市直営現在

指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

成果指標

水道事業会計

単独事業

物件費

総
合

計
画

体
系

総
合

計
画

体
系

総
合

計
画

体
系

総
合

計
画

体
系

基本施策
体系

重点施策
体系

県水受水予定量 目標値 4745474547454745 5490549054905490 6205620562056205 7300730073007300 7300730073007300千㎥

実績値 4745474547454745 5490549054905490

県水受水量実績率 ％ 目標値 100100100100 100100100100 100100100100 100100100100 100100100100

計算
根拠

県水受水実績量／県水受水予定量×１００

実績値 100100100100 100100100100

達成率
（％）

100100100100 100100100100

実数値 5490/54905490/54905490/54905490/5490

ランク AAAA ＡＡＡＡ

都市機能の充実したまちづ
くり

安全なおいしい水を安定供
給する

上水道

基本目標 属性 基本施策

水資源の確保

実施施策

5062
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【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

市民は安全でおいしい水を安定供給されることを望んでいる。根
拠

事業名

主体

必
要

性

【行政関与】
　行政が実施すべき事業で
　すか。

上水道事業者が長期計画をたてて事業を遂行していかなければならない。根
拠

根
拠

有
効

性
効

率
・
効

果

【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させる
余地はありますか。

ある

はい

ない

なし

ない

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。

事業名

所管課

根
拠

ない

協定書に基づく県水の受水であり、コストを削減すには、更なる県水単価引き下
げ。

根
拠

起債等はすでに活用している。なお、健全化計画における起債残高削減の関係
で、平成２１年度より、起債は充当しない予定である。

根
拠

特にない。
根

拠

県との協定に基づき、県水を受水する。

維持維持維持維持

平
成

2
4
年

度
取
組

み

【平成25年度　方向性】

県との協定に基づき、県水を受水する。平
成
2
5
年

度
計

画

【平成24年度　方向性】 維持

取組選択
年度

実施状況

H22（2010） H23（2011） H25（2013）H24（2012） H26（2014）
不可能 可能－

－ 未実施 未実施

不可能

【H25提案型市民主役オープン事業実施】 不可能 〈不可能選択理由〉

その他
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